
決算書掲載頁　95

内
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市民一人ひとりが地域社会における課題に対して自主的・主体的に取り組めるよう、自治会等の活動を支援する。

地域住民が連帯意識を持って、地域の課題に自主的・主体的に取り組めるよう、コミュニティ活動を推進する。
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自治会活動の必要性などについて啓発し、組織の活性化を図る。
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地域住民が連帯意識を持って、地域の課題に自主的・主体的に取り組めるよう、コミュニティ活動に関する様々な情報発
信や自治会同士の交流の場を提供しながら、より良い地域づくりのための支援を行う。
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引き続き、防犯や防災など、自治会が自主的・主体的に実施する地域の安全・安心なまちづくりのための活動への理解
とともに、自治会の必要性などについて啓発しながら、コミュニティ活動を推進する。
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事業：自治推進事業                                

１．コミュニティ活動の推進 

少子高齢化や核家族化の進行、さらには個人のライフスタイルの多様化などにより、地域における連帯意識が希

薄化する中、市民一人ひとりが地域社会の課題に対して自主的・主体的に取り組めるよう、コミュニティ活動に関

する様々な情報発信や交流の場を提供しながら、より良い地域づくりのための支援を行った。 

 

細事業：コミュニティ活動推進事業                             

１．コミュニティ活動の活性化 

(1) 講演会、交流会の開催 

①地域で自主的・主体的に活動する団体の様々な取り組みを紹介し、情報提供を行うことで、コミュニティ

活動の活性化を図り、より良いまちづくりにつなげることを目的に、市民協働課と共同で地域まちづくり

講演会を開催した。また、市民公益活動の支援を担う市民公益活動支援センターの指定管理者と協働で、

自治会交流会を実施した。 

ア．地域まちづくり講演会 

開催日：平成２５年６月２９日（土） 参加人数：２８０人 

場 所：市民交流センター（キックス）イベントホール 

     内 容：地域で中心的な組織である自治会や地域まちづくり協議会が様々な地域課題の解決に

取り組んでいけるよう、漫才コンビ・ダイアンを招き、地域で活動する市民と一緒に

笑いを交えながら自治会活動の活性化や地域課題の解決策について考えた。 

   パネリスト 

  松ケ丘連合町会 会長 玉崎 和実 氏 

  三日市小学校区連合町会 会長 峯 正明 氏 

  加賀田地区連合町会 会長 谷口 禮三 氏 

  高向小学校区゛ひと・まち・ゆめ゛づくり会 会長 北宅 実 氏 

  川上小学校区地域まちづくり協議会 推進員 松下 朝子 氏 

  河内長野市 生涯学習アドバイザー 嶋田 崇彦 

  ダイアン 西澤 裕介 氏・津田 篤宏 氏 

 

 

 

 

 

 

 

イ．自治会交流会 

開催日：平成２６年３月１日(土) 参加人数：３３人 

場 所：市民公益活動支援センター（るーぷらざ） 

 

(2)コミュニティ活動事業助成金の交付 

 地域課題の解決と住民の自主的な地域活動の推進に向け、概ね小学校区単位で、現在８地区において連合

組織が結成されている。そうした連合化地区に対して住みよいまちづくりの促進と地域住民の連帯意識の向

上を図ることを目的として、１地区２００，０００円を上限とした助成金を申請のあった８地区に交付した。 

 


